
Copyright©2022 OTSUKA CORPORATION All Rights Reserved.

大塚商会が考える

3D設計適用・3Dデータ活用の『ベストプラクティス』
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 3D設計の効果とは・・・

3DCADのメリット

設計の可視化

設計検証

3Dデータの2次利用

フロントローディング
の実現

3D設計の効果

Q：設計品質の向上

C：開発工数の削減

D：開発期間の短縮

 大塚商会の考える3D設計の『ベストプラクティス』とは・・・
 3D設計のメリットを理解した上で、その範囲での 最大限の効果 を得ること

 3DCADの機能をフル活用して、設計完了時点で 多くの設計・製造要件を満たす こと

 3DCADの特性を理解した上で、自社にとって 効果の高い運用方法を身に付ける こと

3D設計の効果を、効率良く、最大限得るためには、運用に関する「ノウハウ」が不可欠

私たちは、豊富な3DCAD導入実績により培った「ノウハウ」をもとに、
効果的な運用方法を『ベストプラクティス』というテンプレートとしてまとめました。
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大塚商会が考える 3D設計適用・3Dデータ活用 レベル
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大塚商会が考える、3D設計適用・3Dデータ活用の「ベストプラクティス」を実現するための、
「IT活用度」をレベル（LV0～LV5）として表現しています。

3D設計適用・3Dデータ活用の『ベストプラクティス』

本資料は、大塚商会が提唱する、3D設計適用・3Dデータ活用の「ベストプラクティス」
を実現するための、「IT活用度」をレベル（LV0～LV5）として表現しています。

特定業務

保守
メンテナンス

工場設備監視
営業支援

製造支援設計効率化
試作

LV.0
部分活用

製品設計

設計検証
デザインレビュー

システム
3DCAD・

CAE・3Dプリンタ
３DCAD・CAE・PDM
3Dビューア・VR

自動設計ツール
3Dプリンタ
3Dスキャナ

PLMシステム
3D活用ツール
CAM・VR

IoTプラットフォーム
AR・MR・CG
AI・アナリティクス

IT活用レベル

状況・フェーズ

LV.1
設計活用①

LV.2
設計活用②

LV.3
設計活用③

LV.4
全社活用①

LV.5
全社活用②

全社活用（設計外利用）3D設計の本格利用3D設計の新規導入
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従来

試験機にて、問題発生
ポカミス、検証不足による手戻り

3D設計適用・3Dデータ活用の『ベストプラクティス』のイメージ
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3D
設計

基本設計 詳細設計構想設計

スペック
重量
コスト
・・・

流用検討 機構検討 安全性/操作性検討

組立性検討

成型性検討

軽量化/コスト試算

軽量化/コスト試算

3Dモデル
図面

設計情報
（データベース）

解析結果 技術文書

空間検討/干渉確認

3D
活用

営業支援製造支援試作の内製化

スペック
重量
コスト
・・・

構造検討

設計情報管理

上流工程の“可視化”効果

上流工程の十分な“検証”

出図後の

手戻り削減

コスト削減

品質向上

リードタイム短縮

導入効果
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3D設計適用・3Dデータ活用のベストプラクティス適用に必要な取り組み
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 ベストプラクティス適用に必要な取り組みは・・・

3次元設計スキルの習得

運用ルールの策定

3次元設計環境の構築

設計手法の習得 3次元トライアル設計 ノウハウ

 コンサルティングサービスを受けてノウハウを会得した場合と、そうでない場合の違い

設計者の
負荷軽減

3D設計・3Dデータ活用のベストプラクティス適用には、コンサルティングサービスが有効です！
大塚商会のノウハウで早期に、確実に、IT活用レベルがアップできます！

3D設計の環境構築、運用の例

試行錯誤
低減


